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目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・１人１台端末の有効活用
・数学・英語補習の活用
・家庭学習の定着

・定期考査ごとの補習教室の入れ替え

・教科領域のつながりを明確化
・ESDカレンダー（単元配列表）の作成
・ローテーション道徳の実施
・読書科における探究的な学習の充実

・道徳地区公開の実施
・年内にESDカレンダーの完成
・校外学習、宿泊行事の事前事後において、探究的
な学習に取り組む（各学年１回以上）

・LGBTQに関する授業の実施 ・LGBTQ理解度を９０％以上にする

特色ある教育の
展開

・TOKYO ACTIVE PLAN for students (TAP)に基づ
いた体育健康教育推進校としての取組の実践

・外部機関との連携による授業の実施（年３回以上）

年度末に向けた
改善策

＜取組項目＞　・評価の視点

＜教科等横断的教育課程の構築＞
・道徳科におけるローテーション指導
・総合的な学習の時間
・読書科の充実

＜体育健康に関する指導の充実＞
・東京都体育健康教育推進校としての取組

教育委員会
重点課題

具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価

学校教育目標
・【知】自ら学んで、自己を高める生徒＜知性＞
・【徳】人を大切にして、共に生きる生徒＜敬愛＞
・【体】心身が健やかで、

・全ての生徒の学ぶ権利を保障し、全ての生徒の可能性を伸ばす学校　Leave no one behind（誰一人取り残さない）
・実践力のある生徒　・他者とのかかわりを大切にする生徒　・自己と向き合える生徒
・全ての教職員が、教育の専門家として成長できる学校

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞
・学び合いやタブレット端末を活用した授業を促進できた。・週１回の特別支援および生活指導校内委員会において情報共有を図り、早めの対策をとることができた。
＜課題＞
・超過勤務の常態化を是正する。・生徒がそれぞれのテーマをもって取り組む探究活動を計画的に行う。

学力の向上

体力の向上

＜教師による授業改善＞
・「主体的・対話的で深い学び」の視点による授業改善

＜基礎基本の定着＞
・組織的な取組による補充学習と家庭学習の定着

・「子どもたちが安心して夢中にな学ぶ授業の創造
・「学び合い」「共有」「ジャンプ」の授業デザイン
・「深い学び」の研究（SDGs・ESD、現代社会の課
題、生活場面等を取り入れた単元や授業）

・授業見学（年３回）
・研究授業（年３回）

・生活改善週間の実施
・「生活改善カード」の作成
・睡眠、食育のゲストティーチャーによる授業の実施
・スポーツクラブとの連携授業
・保健体育科の授業の充実

・学期１回２週間の生活改善週間の実施
・年２～３回の外部講師による健康に関する授業の
実施

・近隣小学校の児童を対象にした授業公開や部活
動体験の実施
・保護者や地域と連携した、地域ボランティア活動に
参加
・学校評議員会の開催と学校関係者評価の実施、
分析および改善計画

・小学生向け授業体験（年１回）
・小学６年生保護者対象学校説明会の開催（年２回）
・地域ボランティア活動（年２回以上）

健康で活力に満ちた生活をデザインする力の育成

・学校公開および道徳地区公開の実施
・学校情報の積極的な発信

・年３回の学校公開実施
・月１回以上のホームページ改編

共生社会の実現
に向けた教育の
推進

＜特別支援教育の推進＞
・発達特性への適切な支援
・発達支援的及び課題予備的生活指導の充実

・ソーシャルスキルトレーニングやエンカウンターの効
果的な活用
・特別支援委員会や巡回指導報告による情報共有と
具体的手立ての立案
・関係機関との積極的な連携

・週１回の特別支援委員会の開催
・週１回のSCとの連携

＜人権教育の充実＞
・LGBTQの理解促進

子どもたちの健
全育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校の初期対応の徹底と自立支援の充実
・いじめの早期発見・早期解決
・自己指導能力と自己有用感の育成

地域に広く開か
れた学校（園）の
実現

＜自校の取組の積極的な公開＞
・学校公開の実施
・ホームページの充実

＜保護者・地域との積極的な連携＞
・近隣小学校との連携
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評価の実施・改
善

・エンカレッジルームの活用
・SCやSSWとの連携強化
・QUの実施および結果分析による深い生徒理解
・学級活動、生徒会活動、行事等を通した自主的、
実践的態度の育成

・年２回のQUの実施
・年２回のQU研修による分析
・行事ごとに「PDCA」を意識した自己および集団の
振り返りを実施


